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国内外での植林事業

2

北海道
18,199ha

九州
9,182ha

四国
14,782ha

本州
5,804ha

人工林 天然林 その他 =500ha

日本国内の社有林
47,967ha

インドネシア
約160,000ha

パプアニューギニア
約31,000ha

ニュージーランド
約36,000ha

=3,000ha

海外の植林管理保有面積
約230,000ha2018年3月末時点 2018年3月末時点
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住友林業
中期計画

2021 業績目標 （2019年5月公表 中期事業計画）

※「収益認識に関する会計基準」等を適用する前の参考売上高
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住友林業
中期計画

2021

変化する時代の中で社会課題の解決に取り組み、４つの基本方針に
基づいて経営基盤の強化と未来に向けた事業のさらなる推進を目指す。

中期経営計画2021

4

未来志向のもと、新たな事業の創造と育成を推進
≪４つの基本方針≫≪４つの基本方針≫
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中期経営計画 基本方針④：事業とESGへの取組みの一体化推進

5

重要課題 貢献するSDGs
1 地球温暖化対策や生物多様性保全と両立する山林経営

2 持続可能な森林資源の活用拡大

3 持続可能なサプライチェーンの構築
4 環境配慮型商品・サービスの拡大　※脱炭素社会に向けた温室
効果ガス排出量削減（ＳＢＴ：スコープ３）を含む

5 生物多様性に配慮した環境づくり

6 社会課題の解決に貢献するビジネスの拡大

7 持続可能で革新的な技術開発の推進
8 脱炭素社会に向けた温室効果ガス排出量削減
（ＳＢＴ：スコープ１・２）

9 資源保護および廃棄物排出削減とゼロエミッションの達成

10 水資源の節減・有効利用

11 多様な発想と働きがいで活力を生む職場づくり

12 若年層育成と高齢者活用による人財の確保

13 働きかた改革による長時間労働の削減

14 労働災害事故の撲滅

企業倫理・ガバナンス体制の
強化

15 リスク管理・コンプライアンス体制の強化

目標

持続可能性と生物多様性に配
慮した木材・資材調達の継続

安心・安全で環境と社会に配
慮した製品・サービスの開
発・販売の推進

事業活動における環境負荷低
減の推進

多様な人財が能力と個性を活
かし、いきいきと働くことが
できる職場環境づくりの推進

中長期の視点に立って、環境への一層の配慮やガバナンスの強化
などを事業と一体化で推進しつつ、開示内容の充実を図る。
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CSR重要課題の特定①
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住友林業グループは2015年3月、経済・環境・社会情勢の変化に伴い、
2008年に設定したCSR重要課題に代わる新たな「CSR重要課題」の特定
を行った。

ISO26000や社会的責任投資による
企業評価項目など元にした27項目の
課題をマッピング、重要性を判断

重要性が高い12項目に注目

これを5つの項目に再定義し、
「住友林業グループCSR重要課題」

として特定

＜27項目の課題マッピング＞
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CSR重要課題の特定②
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５つの「住友林業グループCSR重要課題」

● 持続可能性と生物多様性に配慮した木材・資材調達の継続
● 安心・安全で環境・社会に配慮した製品・サービスの開発・販売の推
進

● 事業活動における環境負荷低減の推進
● 多様な人財が能力と個性を活かし、いきいきと働くことができる職場
環境づくりの推進

● リスク管理・コンプライアンス体制の強化・推進

2021年度を目標年度とする
「中期経営計画サステナビリティ編」を策定
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住友林業グループのサステナビリティ経営



SUMITOMO FORESTRY CO., LTD.  ALL RIGHTS RESERVED.

非財務情報の対外開示と外部評価

統合報告書発行

サステナビリティ開示

MSCI指数への住友林業株式会社の組み入れ、及びWEBサイトにおけるMSCIのロゴ、商標、サービスマーク、指数名称の使用は、MSCI及び関係会社による住友林業株式会社の後援、
推奨あるいは広告宣伝ではない。MSCI指数はMSCIの独占的財産。MSCI及びMSCI指数の名称とロゴは、MSCI及び関係会社の商標もしくはサービスマーク

GPIF ESGインデックス

イニシアティブへの参加・賛同
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住友林業のサステナビリティ経営の推進体制
【組織体制】1991年 グリーン環境室 ･･･環境経営の始まり

2004年 環境経営部 ←グリーン環境室
2005年 総務部CSR推進室 ･･･CSRの始まり
2009年 CC室CSRチーム←総務部ＣＳＲ
2010年 環境経営推進室(分離独立) ←環境経営部
2015年 CSR推進室 ･･･環境・CSR組織の統合
2019年 サステナビリティ推進室に改称
2020年 品質・安全マネジメント室設置

1991年12月 熱帯林再生プロジェクトに着手
1994年12月 「環境理念」制定
1995年1月 環境管理委員会 発足、「環境行動指針」策定
1997年8月 住宅本部でISO14001認証取得
2000年10月 「環境方針」策定
2001年8月 住友林業（株）全部門でISO14001認証取得
2004年3月 環境管理委員会廃止（環境予算導入時）
2005年4月 CSR経営戦略会議発足
2008年3月 CSR重要課題を特定／グローバルコンパクト加盟
2015年4月 CSR重要課題の見直し／CSR中期計画
2018年4月 ESG推進委員会設置（四半期ごと開催）
2019年4月 中期経営計画2021サステナビリティ編開始

【取組み】
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統合報告書の発行とサステナビリティレポート
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2017年 2018年 2019年 2020年
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重要課題①
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1,188,010  1,112,114    1,217,541
89.0          89.8      93.0

80.0          80.6             100

65.0          86.0            88.0
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地方創生につなげる苗木生産

13



SUMITOMO FORESTRY CO., LTD.  ALL RIGHTS RESERVED.

重要課題②
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各事業紹介

ZEHの住まい
断熱性の高い木を用いたゼロエネルギーの住まい。
自然の恵みを活かす「涼温房」に、次世代断熱や太陽光発電システム、エネファ
ームなどを組み合わせることでZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）を
実現。ZEHとは高い断熱性能や省エネ設備機器などを組み合わせることで、年間
の一次エネルギー消費量が概ねゼロ以下となる住宅のこと。

ZEH ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス

ゼロエネルギーハウス（ZEH)の推進
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重要課題③
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主にガソリン・石炭 主に電力

（基準年）

住友林業グループの温室効果ガス排出量（スコープ１，２）

発電事業
国内製造

海外製造
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カテゴリー別内訳（2019年度）

住友林業グループの温室効果ガス排出量（スコープ３）
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38.2万t-
CO2e

住友林業グループの温室効果ガス排出量

主に石炭発電事業
国内工場

海外工場

①スコープ1・2：
2030年温室効果ガス排出量を
2017年（基準年）比21％減とする

②スコープ3：
カテゴリー1及び11合計の
2030年温室効果ガス排出量を
2017年（基準年）比16％減とする

販売した
製品の使用



SUMITOMO FORESTRY CO., LTD.  ALL RIGHTS RESERVED.

再生可能エネルギーの活用
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 2019年11月1日～
 卒FITを迎える「住友林業の家」オーナー様向け
 PV余剰電力買取： 11円／kWh

「スミリンでんき」サービスの開始

2040年：
自社事業で使用する電力を
再エネ100％に
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循環する森林の管理と木材の利活用

植える

育てる伐る

使う

22
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次期中期計画策定に向けて
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2020年12月期決算発表資料より
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住友林業
中期計画

2021 セグメント別業績目標 （2019年5月公表 中期事業計画）
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会社概要
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社名 住友林業株式会社

創業・設立 創業1691年 設立1948年

資本金 32,752百万円

従業員数 連結：19,332名

関係会社 195社 子会社244社（海外212社）
関連会社100社（海外92社）

■経営理念
住友林業グループは、公正、信用を重視し社会を利すると
いう「住友の事業精神」に基づき、人と地球環境にやさし
い「木」を活かし、人々の生活に関するあらゆるサービス
を通じて、持続可能で豊かな社会の実現に貢献します。

■行動指針
・お客様の感動を生む、高品質の商品・サービスを提供します。
・新たな視点で、次代の幸福に繋がる仕事を創造します。
・多様性を尊重し、自由闊達な企業風土をつくります。
・日々研鑽を積み、自ら高い目標に挑戦します。
・正々堂々と行動し、社会に信頼される仕事をします。

2020年12月31日現在

木材建材
17%

住宅・建築
38%

海外住宅
41%

資源環境
2%

グラフ タイトル

その他 2％

売上高 8,399億円



ご清聴ありがとうございました。
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